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【目的】ニンニクは含硫化合物等の機能性成分を豊富に含み、多彩な美容・健康効果を示すことが報告さ

れている。ニンニク特有の臭いを軽減し、化粧品原料として活用しやすく加工したものがヨウ化ニンニク

エキスである。ニンニクと同様に多彩な美容効果を示すとされているヨウ化ニンニクエキスであるが、科

学的知見に基づく包括的な理解には至っていない。そこで本研究では、ヨウ化ニンニクエキスが示す美容

効果を包括的に解析することを目的として、ゲノムワイドなトランスクリプトームを用いて多角的な解析

を実施した。さらに、推測された機能性とメカニズムに関して、肌と頭髪に関するモデル細胞である表皮

角化細胞（HaCaT）とヒト毛乳頭細胞（HFDPC）を用いて検証を行なった。 

【方法】ヨウ化ニンニクエキスを処理または未処理の細胞から、total RNA を抽出した後、RNA-Seq を用い

て発現変動遺伝子を同定した。同定した遺伝子セットに対して生物学的機能を解析した。細胞の増殖や代

謝機能の測定は、Cell Counting Kit-8 を用いた。また、タンパク質や遺伝子発現は、それぞれ Western 

Blotting や qPCR によって解析した。 

【結果と考察】遺伝子発現解析の結果、ヨウ化ニンニクエキス処理により抗酸化・解毒酵素群の遺伝子発

現が特徴的に増加することが示された。エンリッチメント解析を行なった結果、これらの遺伝子セットは

「酸化還元反応」、「脂質代謝」、「刺激への応答」、「異物代謝」と関連があることが示唆された。そこで、

細胞の増殖やエネルギー代謝に関連する代表的な酸化還元酵素である脱水素酵素群の活性を測定した結

果、ヨウ化ニンニクエキスは、HaCaT と HFDPC の脱水素酵素活性を増加させた。さらに、ヨウ化ニンニク

エキスは酸化ストレス応答や異物代謝機能に関連する転写因子を活性化することを見出し、この転写因子

の遺伝子破壊株ではヨウ化ニンニクエキスが示した脱水素酵素活性の増強作用が消失することが明らかに

なった。外的損傷、また加齢により老化した細胞では細胞内の代謝機能が衰え、細胞の増殖能力が低下す

ることが報告されている。ヨウ化ニンニクエキスは HaCaT と HFDPC に対して、細胞内の主要なエネルギー

代謝酵素である脱水素酵素群の活性を上昇させたことから、肌や毛髪の健康的な維持に貢献する可能性が

示唆された。また、この機能は酸化ストレス応答や異物代謝機能に関連する転写因子を介在することが示

唆されたことから、ヨウ化ニンニクエキスがマイルドなストレッサーとして細胞に認識され、適度なスト

レス応答により機能性を示したことが推察された。 
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